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　現在の消化管領域の臨床において，画像診断は中心的役割を担っている．内視
鏡，超音波，放射線など各種画像診断機器の開発，発展の基に診療が成り立って
いることに異論を挟む人はいないであろう．しかもこれらは，日進月歩する科学
技術の恩恵を受けて，着実に，時に飛躍的に進歩を遂げており，医療の質向上に
寄与している．今後も新たな技術の登場により発展するであろうことが期待され
ている．一方で臨床医には，複数ある画像診断に関連する知識を適宜適切に獲得
しその水準を維持することが求められるが，必須とされる情報量は年々増大して
おり，多忙な日常診療に加えて過大な負担になっていると推察される．各々の診
断法についての最新知識を効率よく得られる場が必要である．
　わが国の消化管領域の診療は，胃癌をはじめとする Helicobacter pylori関連疾
患が高頻度であったという背景もあり，これまで上部消化管領域が先行する形で
発展してきた．しかし近年では，大腸癌や炎症性腸疾患が増加していることなど
から，現場における大腸領域のウエイトが増加している．また，以前は“暗黒大
陸”といわれていた小腸領域であるが，カプセル内視鏡，バルーン内視鏡の登場，
さらに CT，MRIなど画像構築技術の進歩の恩恵を受けて診療レベルが格段に向
上している．下部消化管の領域には，腸内細菌関連や機能的疾患など，未だ発展
途上の部分も多く残されており，今後さらに注目度が増すことが予想される．
　本号は，このような背景に鑑み，今後さらに重要度が高まると考えられる下部
消化管領域の画像診断について，改めて現在の立ち位置を明らかにするととも
に，過去から現在まで，そして未来に向けたベクトルを感知し，将来像を俯瞰し
たいと考え企画した．専門/非専門を問わず，消化管診療の臨床に携わる多くの先
生方が，各種画像診断法の最先端が現在どうなっているか，今後どの方向に向
かっているのか，などの知識を短時間で効率よく得られることを目指し，下部消
化管の画像診断に関するほぼすべての領域を含む形で，網羅的にテーマを選択し
た．具体的には，内視鏡，超音波，放射線画像，人工知能が関連する領域に大別

臨牀消化器内科　Vol.　37　No.　4　2022 357

巻頭言

臨牀消化器内科 2022 Vol.37 No.4
Ⓒ日本メディカルセンター

Takatsugu Yamamoto
＊帝京大学医学部内科学講座（〒 173‒8605　東京都板橋区加賀 2‒11‒1）

特集／進化する画像診断　―下部消化管領域

山本　貴嗣＊

2026/09/14 03:27:10



し，内視鏡に関しては，小腸のバルーン内視鏡および新たに登場したスパイラル
内視鏡，小腸・大腸のカプセル内視鏡，大腸画像強調観察，顕微内視鏡を取り上
げた．内視鏡以外では，臨床で頻用されている超音波（体外式，内視鏡），CT 
colonography，MR enterography，PET/CT，さらには，下部消化管領域の人工
知能による補助診断，拡張現実の臨床医学への応用の可能性など，最近注目度が
高いテーマについても含めた．いずれも最先端に挑んでいらっしゃるエキスパー
トの先生方に，現状，課題，将来像などについてわかりやすくご記載いただき，
新しい画像も提示いただいている．企画者として，本号が読者の先生方にとって，
一冊で下部消化管画像診断の現在地を把握し理解することができるものになって
いると自負している．
　消化器分野を目指す臨床研修医，専門医を志す若手医師，第一線でご活躍の専
門医，それから消化管診療に関わる非専門医のいずれの方にも，ぜひ手に取って
ご一読いただきたい特集である．まずは，要旨部分をざっと読んで全体像を把握
していただき，続いて興味がある領域から読み進めていただければと思う．わが
国の臨床現場で消化管診療を担う多くの先生方にお役立ていただけることを心よ
り願っている．
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